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事業計画概要[要旨]（Executive Summary） 
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背景 

G20サミットとは？ 
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などの地球規模課題について討議し、様々な決定を行う会合です。リーマン・ショックに続

く世界金融危機を克服するために、2008年に第1回目のG20サミットが米国ワシントンD.C
で開催されました。2019年では大阪で開催され、今回日本は初めて議長国を務めました。
世界のGDPの8割を占めるG20はグローバルな経済的発展に取り組んできましたが、近年で
はマクロ経済や貿易に限らず、気候変動、健康、移民・難民問題、テロ対策などの世界経済

に影響を及ぼす幅広い分野に焦点を当てています。 
そんな中で2019年の主要テーマは世界経済、貿易・投資、イノベーション、環境・エネル
ギー、雇用、女性のエンパワーメント、開発、保健です。世界経済の面ではグローバルイン

バランス、高齢化、経済のデジタル化、低所得国の債務に対する取り組み、貿易・投資では

鉄鋼の生産能力問題、世界貿易機関の改革について、イノベーションについてはサイバー空

間と現実空間が一体化された人間中心となるSociety 5.0 への貢献やArtificial Intelligence (人
工知能)、Internet of Things (モノのインターネット）ロボット、ビッグデータなどの新技術
の取り入れ、環境・エネルギー問題では、ビジネス主導の革新による気候変動対策、持続可

能なエネルギーの達成、海洋プラスチックゴミ問題の解決策についての課題が挙げられまし

た。また、雇用に関しては人口動態の変化や新しい形態の仕事への対応、労働市場でのジェ

ンダー平等化の促進、女性のエンパワメントエンパワメントにおいては女性の労働参加、女

性のSTEM（科学、技術、工学及び数学）教育へのサポート、女性ビジネスリーダー及び起
業家とのエンゲージメントの強化、開発においては持続可能な開発のための2030アジェン
ダにより一層のコミットメントを示し、保健においては全ての人とコミュニティが適切で経
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済的な負担の少ないな医療サービスを提供するユニバーサルヘルスカバレッジ(UHC)の達成
の他、高齢化社会や薬剤耐性問題への対応について議論されました。 
 
G20では現議長国、前議長国並びに次期議長国による協力体制が組まれるトロイカ体制を使
用し2019年の議長国である日本は、アルゼンチン（2018年議長国）、サウジアラビア（
2020年議長国）と緊密に連携します。 
G20サミットは、国際政治・経済をはじめ、途上国の開発や環境、地球規模の課題に向けた 
国際的な取り組みに大きな影響を与えてきています。そのため、世界の市民社会、NGO・
NPOはサミットに注目し、様々な働きかけを行ってきました。関西の市民社会の声を集
め、発信するG20大阪サミットも例外ではありません。2019年は、自由貿易の強化やプラ
スチックによる海洋汚染、デジタル経済のルール作りなど国際的な注目が高い問題が多く、

G20大阪サミットも、国内外の市民社会からの大きな注目を浴びています。 
 

Y20との違い 

　G20には、ユース20を含めて、右の８つの「エンゲージメントグループ」と呼ばれる、云
わばステークホルダーがG20の会議や交渉に参加するための仕組みが存在します。Labour 
20 (労働者)、Business 20 （ビジネス・企業）、Civil 20 (市民社会)、Women 20 (女性)、
Science 20 （科学者コミュニティ）、Think-Tank 20（シンクタンク）。G20では、主催国
がステークホルダーに関しては大きな権限を持ちますが、各グループにおける自治や開かれ

度合いは、グループにより大きく異なります。 
　Y20の前に、JYPSとしても取り組んでいるC20を考えてみたいと思います。C20では、日
本の市民社会連合体であるJANIC, NPOセンター、SDGsジャパンなどと地域の市民社会連
合体である関西NGO協議会や都のアジェンダ２１など、様々なネットワークが集い、納得
できる共同代表を決めます。参画は広く開かれており、C20本会議も、関西の市民社会主導
の「G20大阪市民サミット」も含め、様々な人が当日参加することができ、当日までの準備
プロセスにも関わることができます。 
一方で「Y20では、「Y7 / Y20 Youth Japan」が事務局として開催及び日本代表団の選考を
行います。日本人として、合計２名が代表団として参加をします。しかし、現状のY20の枠
組みでは、幅広い日本の若者を巻き込むことができません。英語のみがメインとして話され

る場においては、英語を話すことをしない多くの日本の若者の参画が難しい状況にありま

す。また、各国から来ている若者代表の性質、民主的かつオープンな選抜のされ方に懸念が

あります。 
　このような問題意識から、JYPSは日本のY7・Y20 Japan Youthとの連携を模索 
を検討しながらも、可能な限り日本の若者としてのプレゼンスを最大化すべく努力する方針

です。したがって、G20ユースサミット開催は、JYPSが持つ市民社会団体として、G20に
おいてより社会民主性を確保するためのアドボカシーの一環であります。 
 

導入  

　G20首脳会合およびG20市民サミットに先立って行われる「G20ユースサミット（G20YS
）」は、6月22日（土）、23日（日）に開催される、ユースによるユースサミットです。
JYPSはG20ユースサミットを開催することで、様々な背景や経験をもつ若者と共同しなが
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ら、持続可能な開発を目指す若者が集い声を上げるスペースを作りました。テーマは「地方

創生とパートナーシップ」、Think Locally, Act Globallyを合言葉に、地方の現場にて活躍す
る若者の自らの現場経験と知識を国際アジェンダに反映することで、地域の声を世界に訴え

ることを目指しました。 
　二日間に渡るサミットでは、様々な若者団体からの出展や展示、ハイレベル会合、そして

「誰一人取り残さない社会」づくりに携わる若者団体による13個の分科会が開催されまし
た。本ユースサミットの目的は、以下の４つになります。 

1. G20サミットにおける若者にとって大事なこととそのプライオリティを明確にす
る。 

2. 若者が国際問題に対し政策形成、実施、監視、フォローアップに取り組める力を示
す。 

3. 若者のアドボカシーにむけてのキャパシティービルディングを通じて、日本の若者
の政策提言能力を一般的に高める。 

4. 若者が集い、様々な面で活躍するNGOや団体と繋がることを通して、若者と他の団
体とのパートナーシップを促進する。 

 

開催基本情報 

日程 2019年6月22~23日 

場所 神戸市外国語大学 

主催 持続可能な社会に向けたジャパンユースプラットフォーム（JYPS） 

共催 神戸市外国語大学 

協力 地球環境パートナーシッププラザ（GEOC) 

助成 地球環境基金 

後援 外務省、G20市民社会ネットワーク、 G20大阪市民サミット実行委員
会、日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会、 （特活）関西 
NGO協議会 、KANSAI -SDGs 市民アジェンダ運営委員会 

参加者数 200人（内、海外の方20名程度） 

参加団体 71団体 

SNS Facebook イベントページ：​http://bit.ly/2W50Lgf 

Webページ http://bit.ly/G20YS 

⅔ ™ ╦∑  g20youthsummit2019@gmail.com 
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神戸市外国語大学の基本情報 

神戸市外国語大学は、1946年に設立され、2018年に設立72年を迎えた歴史をもつ大学で
す。本校の教育理念、「行動する国際人」の養成のもと、外国語運用能力だけでなく、広く

国際的な視野や柔軟な判断力を持ち、ビジネス、外交、教育、研究、など様々な分野で活躍

できる人材の育成を行なっている。本校は学部として外国語学部があり、英米学科、ロシア

学科、中国学科、イスパニア学科、国際関係学科、第2部英米学科の6学科から構成されて
います。言語運用能力を高めるために、ICC (International Communication Course)と呼ばれ
る特別なコースも設置しており、学生の能力向上をサポートしています。また、本校は模擬

国連への取り組みに力を入れています。世界大会への学生の輩出とその高い実績、積極的な

取り組みから、2016年秋季には本学が模擬国連世界大会(NMUN) のホスト校となり、日本
で初めて世界大会を開催しました。2020年にも模擬国連世界大会が神戸市外国語大学で開
催されることが決定しています。 
 

プログラム 

一日目 

一日目の開会式では、神戸市市長、IGES理事長をご招待した開会式、午後には若者主導の
団体のブース出展とワークショップを開催しました。ブース出展とワークショップは、１時

間単位でサイクルを回すことで、参加者と団体、また団体同士の交流機会を多く作り出すこ

とができました。 

 
 
 

☿♇◦ꜛfi  ⱴכ♥  

10:00 11:00 Opening Session + 
ה  

ⱱכꜟ 

MC 

⁸⅔ ⁸Ɽכ♫♩כ  

 

Ɽכ♫♩כ  

 ♅כⱧ☻♩כⱡכ◐

≡⇔≥⁸SDGs⁸☻כꜚ₈ ─↓╣⅛╠⁹₉ 

─ ╣⁸꜡☺ ⁸∕─ ⁸  

ה 11:15 11:00    

11:15 12:15 
First Cycle of ⱳ☻

fiꜛ◦♇☿כ♃

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ 
 

ⱳ☻♃כ☿♇◦ꜛfi 

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ 

ⱳ☻♃כ  

12:15 13:00 ꜝfi♅   

 
6 



 

13:00 14:00 
Second Cycle of ⱳ☻

fiꜛ◦♇☿כ♃

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ 
 

ⱳ☻♃כ☿♇◦ꜛfi 

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ 

ⱳ☻♃כ  

ה 14:30 14:00    

14:30 15:30 
Third Cycle of ꞉כ◒

◦ꜛ♇ⱪ  
꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ 

ⱳ☻♃כ  

15:30 16:30 
Fourth Cycle of ⱳ☻

  fiꜛ◦♇☿כ♃
ⱳ☻♃כ☿♇◦ꜛfi 

ⱳ☻♃כ  

 

開会式​　 

鼎談「次世代とSDGs」 

 
（左よりJYPS：新武志、IGES理事長：武内和彦、総務省：田中佑典、IFMSA-Japan：田浦

拓弥、Voice-Up Japan：山本和奈） 
 
＜モデレーター＞ 
新武志　Japan Youth Platform For Sustainability (JYPS) New York Branch 
＜パネリスト＞ 
武内　和彦（たけうち　かずひこ）氏　IGES理事長、日本学術会議副会長、 

中央環境審議会会長、東京大学特任教授、S20副議長 
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